
  

【
作
者
】家
鉉
翁
（
一
二
一
三
～
一
二
九
五
年
）
、
号
は
則
堂
。
眉
州
（
四
川
省
眉
山
）
の
人
。
宋
末
の
愛
国
詩
人
。
官
は
端
明
殿
学
士
、
簽
書
枢
密
院
事
に
至
っ
た
。
元
軍
が

都
の
近
郊
に
駐
軍
し
、
丞
相
の
呉
堅
ら
が
降
伏
勧
告
の
文
書
に
署
名
し
た
時
、
彼
は
拒
絶
し
て
署
名
し
な
か
っ
た
。
命
を
奉
じ
て
元
に
使
い
し
て
北
上
し
、
燕
京
（北

京
）
に
拘
留
さ
れ
た
。
宋
が
滅
ん
で
か
ら
、
元
朝
で
役
人
に
な
る
こ
と
を
拒
絶
し
、
河
中
府
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
十
九
年
、
学
問
で
生
計
を
立
て
た
。
成
宗
が
即
位

す
る
と
、
彼
は
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
て
南
方
に
帰
る
こ
と
が
で
き
、
ほ
ど
な
く
し
て
故
郷
で
没
し
た
。
『則
堂
集
』が
あ
る 

【語
釈
】＊
江
南…

こ
こ
で
は
、
広
く
長
江
以
南
を
さ
す
。  

＊
故
人…

旧
友
。  
＊
向 

～
で
。 

「於
」に
同
じ
。  

＊
銭
塘…

こ
こ
で
は
南
宋
の
都
の
臨
安
（
浙
江
省
杭

州
）を
さ
す
。
作
者
は
か
つ
て
南
宋
の
朝
廷
で
役
人
と
な
り
、
臨
安
の
知
府
・浙
江
安
撫
使
を
兼
任
し
た
。  

＊
鵑…

 

ホ
ト
ト
ギ
ス
。
杜
鵑
。 

＊
蜀
郷…

詩
人
の
家
郷
は
眉
山
で
あ
り
、
蜀
中
に
あ
る
。  

【通
釈
】《江
南
の
旧
友
た
ち
に
寄
せ
て
》
か
つ
て
は
銭
塘
江
の
ほ
と
り
に
住
み
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
聞
い
て
は
、
故
郷
の
蜀
を
な
つ
か
し
ん
だ
も
の
で
し
た
。 

で
も
、
私
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
今
夜
見
る
夢
の
中
で
、 

故
郷
の
蜀
に
帰
る
の
か
、
そ
れ
と
も
古
都
の
銭
塘
江
の
ほ
と
り
に
帰
る
の
か
。 

【
鑑
賞
】
こ
の
詩
は
、
詩
人
が
燕
京
に
拘
留
さ
れ
て
い
た
時
の
作
で
あ
る
。
宋
の
遺
臣
の
故
国
に
対
す
る
愛
着
の
深
さ
は
、
わ
ず
か
二
十
字
の
中
に
余
す
所
な
く
表
現
さ
れ
て

い
る
。 


